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Cisco Unity パーソナル着信転送ルー  
ル Web ツール

 • 2 ページの「パーソナル着信転送ルール Web ツールについて」

 • 3 ページの「パーソナル着信転送ルール Web ツールへのアクセス」
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パーソナル着信転送ルール Web ツールについて
Cisco Unity Connection では、Cisco Unity パーソナル着信転送ルール Web ツールで設定したルールに       
従って、着信コールを転送またはスクリーニングすることができます。 

Connection は、パーソナル着信転送ルールを使用して、特定の着信コールを発信者の識別情報、時 
刻、および会議スケジュールに従って転送したり、着信コールをボイスメールまたは別の電話番号

に転送することができます。 着信コールを単一の電話番号、一連の電話番号、または電子メールベー 
スのポケットベル アドレスに転送するルールまたは SMS メッセージを SMS デバイスに送信する     
ルールを設定することができます。さらに、着信の一部または全部をスクリーニングするルールを

設定することもできます。

単一の電話番号からの着信コールをボイスメールに転送するというような、ごく単純なパーソナル

着信転送ルールを作成することや、次のコンポーネントを使用して、より複雑なルールを作成する

ことができます。

ルールは、作成後に電話またはパーソナル着信転送ルール Web ツールを使用して有効にします。

個人連絡先リスト Connection は、個人連絡先リストを使用して、着信コールの転送や、ボイス 
コマンド使用時のコール発信を行います

（注） 個人連絡先リストは Cisco Unity Assistant Web ツールで管理します。

発信者グループ 発信者をグループにまとめて、1 つのルールを複数の発信者に適用すること 
ができます。そのため、ルールを何回も作成し直す必要はありません。 発信 
者グループには、他の Connection ユーザ、システム連絡先、および個人連絡  
先を含めることができます。

個人通知先 Connection で着信コールを転送できる連絡先電話番号のディレクトリを作成 
できます（この通知先は通知デバイスに付加されます）。

通知先グループ 個人通知先と通知デバイスをグループにまとめることで、Connection が着信 
コールを各通知先にリストの順序で転送するようになります。この動作は、

応答があるまで、発信者が電話を切るまで、またはグループの最後の通知先

に達するまで続けられます。 グループ内の通知先の順序や、各通知先の応答 
があるまで Connection が待機する時間を指定できます。
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パーソナル着信転送ルール Web ツールへのアクセス
この項では、2 つの手順を示しています。

 • 3 ページの「パーソナル着信転送ルール Web ツールにアクセスするには」 

 • 3 ページの「パーソナル着信転送ルール Web ツールのヘルプにアクセスするには」 

パーソナル着信転送ルール Web ツールにアクセスするには

ステップ 1 http://<Cisco Unity Connection サーバ名 >/ciscopca にある Cisco PCA のログオン ページに移動しま        
す（URL は大文字と小文字が区別されます）。

ワンポイント・アドバイス Cisco PCA の URL をブックマークすると、パーソナル着信転送ルール Web ツールにアクセスする      
たびに Web アドレスを入力する必要がなくなります。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。 

ステップ 3 Cisco PCA のパスワードを忘れた場合は、Connection 管理者に問い合せてください。

ステップ 4 ［ログイン］をクリックします。

ステップ 5 Cisco PCA のホーム ページで、［パーソナル着信転送ルール］リンクをクリックします。

ステップ 6 作業終了後、パーソナル着信転送ルール ページの右上隅にある［ログ アウト］をクリックします。

パーソナル着信転送ルール Web ツールのヘルプにアクセスするには

ステップ 1 任意の パーソナル着信転送ルール ページで、［ヘルプ］メニューをクリックします。

ステップ 2 ［ヘルプ］メニューから、次の適切なリンクをクリックします。

アイコンのヘルプが必要な場合は、マウスのポインタをアイコンの上に置いてツールチップを表示

させます。

コンテンツ ヘルプのトピックがリスト表示されます。

インデックス ヘルプのインデックスが表示されます。

ページ上 表示するページに対応したヘルプ トピックが表示されます。
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発信者グループの管理

 • 5 ページの「発信者グループについて」

 • 6 ページの「発信者グループの作成」

 • 7 ページの「発信者グループへの発信者の追加」

 • 7 ページの「発信者グループからの発信者の削除」

 • 8 ページの「発信者グループの名前の変更」

 • 8 ページの「発信者グループの削除」

発信者グループについて
発信者グループの作成では、1 つのルールを複数の発信者に適用できるため、ルールを何回も作成 
し直す必要はありません。 発信者グループには、個人連絡先リストおよび Cisco Unity Connection    
ディレクトリからのエントリが複数含まれています。

グループを使用すると、いろいろな方法で発信者を整理することが容易になります。たとえば、優

先順位の高いクライアントと同僚とを含む発信者グループを作成することもできます。ユーザが会

議中のときにこのグループの発信者が必ずユーザと連絡をとれるようにするには、会議中はこのグ

ループからの着信は携帯電話に転送するというルールと、他の着信はすべてボイスメールに転送す

るというルールを持つルール設定を作成します。
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発信者グループの作成
発信者グループのメンバーになれるのは、次のタイプの発信者です。

発信者グループに Cisco Unity Connection ディレクトリの発信者が含まれている場合、Connection の     
管理者が後でその発信者をシステムから削除すると、その発信者は、発信者グループからも削除さ

れます。

発信者グループを作成するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［発信者グループ］メニューで、［発信者グループの表示］  
をクリックします。

ステップ 2 ［発信者グループ］ページで、メニューバーの下にある［新しい発信者グループ］アイコンをクリッ
クします。

ステップ 3 ［発信者グループ］ページで、発信者グループの名前を入力し、［保存］をクリックします。

ステップ 4 ［メンバー追加］をクリックします。

ステップ 5 ［連絡先検索］ページで、Connection ディレクトリ内のユーザのリストを検索するか、個人連絡先 
リストにあるユーザのリストを検索するかに応じて、適切なタブをクリックします。 

Connection ディレクトリ内のユーザとシステム連絡先の両方が検索できます。システム連絡先は、 
検索結果リストの名前にアスタリスク（*）を付けて表示されます。

ステップ 6 検索条件に応じて、残りのフィールドに入力して、［検索］をクリックします。

このページでは、名前の一部を使って検索するために、ワイルドカード文字 * が使用できます。

ステップ 7 名前の横にあるチェックボックスをオンにして、連絡先またはユーザを発信者グループに追加しま

す。

ステップ 8 必要に応じて、［ユーザの追加］または［連絡先の追加］をクリックします。Connection によって 
連絡先が発信者グループに追加され、［発信者グループ］ページに戻ります。

ステップ 9 さらに追加するユーザまたは連絡先があれば、ステップ 4 ～ステップ 8 を繰り返します。

ステップ 10［発信者グループ］ページで、［保存］をクリックします。

個人連絡先 個人連絡先リストに入力されている発信者。

システム連絡先 Connection のディレクトリに登録されているが、Connection の機能が使用  
可能になっていなくて、ボイスメールボックスも持たない発信者。

Connection ユーザ Connection のディレクトリに登録されており、ボイスメールボックスを持 
ち、Connection の機能が使用可能になっている発信者。
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発信者グループへの発信者の追加
発信者グループのメンバーはいつでも追加できます。

発信者グループに発信者を追加するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［発信者グループ］メニューで、［発信者グループの表示］  
をクリックします。

ステップ 2 ［発信者グループ］ページで、発信者グループ名をクリックします。

ステップ 3 ［発信者グループ］ページで、［メンバー追加］をクリックします。

ステップ 4 ［連絡先検索］ページで、Connection ディレクトリ内のユーザのリストを検索するか、個人連絡先 
リストにあるユーザのリストを検索するかに応じて、適切なタブをクリックします。 

Connection ディレクトリ内のユーザとシステム連絡先の両方が検索できます。システム連絡先は、 
検索結果リストの名前にアスタリスク（*）を付けて表示されます。

ステップ 5 検索条件に応じて、残りのフィールドに入力して、［検索］をクリックします。

このページでは、名前の一部を使って検索するために、ワイルドカード文字 * が使用できます。 

ステップ 6 名前の横にあるチェックボックスをオンにして、連絡先またはユーザを発信者グループに追加しま

す。

ステップ 7 必要に応じて、［ユーザの追加］または［連絡先の追加］をクリックします。Connection によって 
連絡先またはユーザが発信者グループに追加され、［発信者グループ］ページに戻ります。

ステップ 8 ［発信者グループ］ページで、［保存］をクリックします。

発信者グループからの発信者の削除
発信者グループのメンバーはいつでも削除できます。

発信者グループから発信者を削除するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［発信者グループ］メニューで、［発信者グループの表示］  
をクリックします。

ステップ 2 ［発信者グループ］ページで、発信者グループ名をクリックします。

ステップ 3 ［発信者グループ］ページで、削除する発信者名の横にあるチェックボックスをオンにします。複
数のチェックボックスをオンにすると、複数の発信者が一度に削除できます。

ステップ 4 ［選択削除］をクリックします。 
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発信者グループの名前の変更

発信者グループの名前を変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［発信者グループ］メニューで、［発信者グループの表示］  
をクリックします。

ステップ 2 ［発信者グループ］ページで、発信者グループ名をクリックします。

ステップ 3 ［発信者グループ］ページで、［名前］フィールドにあるグループの名前を変更します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

発信者グループの削除
発信者グループは、ルールで使用されている場合は、削除できません。まずルールから発信者グ

ループを削除してから、その発信者グループを削除します。

発信者グループを削除するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［発信者グループ］メニューで、［発信者グループの表示］  
をクリックします。

ステップ 2 ［発信者グループ］ページで、削除するグループの横にあるチェックボックスをオンにします。複
数のチェックボックスをオンにすると、複数のグループが一度に削除できます。

ステップ 3 メニュー バーの下にある［選択した行削除］アイコンをクリックします。
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通知先と通知先グループの管理

 • 10 ページの「通知先について」

 • 11 ページの「個人通知先の作成」

 • 12 ページの「個人通知先の変更」

 • 12 ページの「個人通知先の削除」

 • 12 ページの「電話通知先の呼び出し回数設定の変更」

 • 13 ページの「通知先のループ検出設定の変更」

 • 14 ページの「通知先グループについて」

 • 15 ページの「通知先グループの作成」

 • 16 ページの「通知先グループの変更」

 • 16 ページの「通知先グループからの通知先の削除」

 • 17 ページの「通知先グループの削除」
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通知先について
通知先は、Cisco Unity Connection で着信コールを転送できる、またはパーソナル着信転送ルールの   
一部としてテキスト メッセージを送信できる電話番号や電子メール アドレスです。通知先のタイ  
プには、次の 3 つがあります。

電話 電話通知先は、Connection で着信コールを転送できる電話番号です。

Connection ディレクトリ内の、個人に関連付けられている電話番号は、電話通知先 
として使用可能です。この電話番号には、プライマリ内線番号、ボイスメール アク 
セス番号、および業務用携帯電話が含まれる場合があります。 ディレクトリ内の電 
話番号は、Connection の管理者が保守します。

また、携帯電話番号、自宅の電話番号（Connection ディレクトリに登録されていな 
い場合）、および出張中に連絡がとれる電話番号など、個人の電話通知先を作成する

ことができます。個人の電話通知先はパーソナル着信転送ルール Web ツールで管理  
します。

SMS SMS 通知先は、Connection でテキスト メッセージを送信できる SMS デバイスの電     
話番号です。 メッセージでは、「You have a call from <番号または内線番号 > at <時刻        
> on <日付 >」という標準形式が使用されます（たとえば、「You have a call from 3233       
at 15:16 on 04 October 2006」）。

SMS 通知先をルールで使用するには、少なくとも 1 つの電話通知先を含む通知先グ   
ループにこの通知先を追加する必要があります（SMS 通知先は、ルールの作成時に 
［ルール］ページの［通知先］リストに表示されることはありません）。

SMS デバイスは、Connection の管理者が追加する場合がありますが、ユーザは Cisco   
Unity Assistant Web ツールで修正できる場合があります。 SMS デバイスは、パーソナ     
ル着信転送ルール Web ツールで通知先として使用できるようにするために Cisco   
Unity Assistant で有効にする必要はありません。

SMTP SMTP 通知先は、Connection でテキスト メッセージを送信できる電子メール アドレ    
スです。 メッセージでは、「You have a call from <番号または内線番号 > at <時刻 > on         
<日付 >」という標準形式が使用されます（たとえば、「You have a call from 3233 at      
15:16 on 04 October 2006」）。

SMTP 通知先をルールで使用するには、少なくとも 1 つの電話通知先を含む通知先   
グループにこの通知先を追加する必要があります（SMTP 通知先は、ルールの作成 
時に［ルール］ページの［通知先］リストに表示されることはありません）。

SMTP デバイスは、Connection の管理者が作成する場合がありますが、ユーザは Cisco   
Unity Assistant Web ツールで修正できる場合があります。 SMTP デバイスは、パーソ     
ナル着信転送ルール Web ツールで通知先として使用できるようにするために Cisco   
Unity Assistant で有効にする必要はありません。
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個人通知先の作成

個人通知先を作成するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先の表示］をクリックします。

ステップ 2 ［通知先］ページで、メニューバーの下にある［新しい通知先］アイコンをクリックします。

ステップ 3 ［通知先の作成］ページで、［名前］フィールドに通知先の名前を入力します。

ステップ 4 ［電話番号］フィールドに通知先の電話番号を入力します。

0 ～ 9 の数字を使用します。数字の間にスペース、ダッシュ、カッコは使用できません。

特定の電話番号を入力できない場合や電話システムが追加の文字（たとえば、外線番号をダイヤル

するためのアクセス コード）を必要とする場合があります。入力方法に疑問がある場合は、 
Connection の管理者に問い合せてください。

ステップ 5 ［呼び出し回数］フィールドに、着信をボイスメールまたは通知先グループ内の次の通知先に転送
するまで Connection が待つ呼び出し回数を、他の着信設定に応じて、入力します。デフォルト値は  
4 回です。

ステップ 6 Connection に着信を転送するようにこの通知先を設定した場合は、［ループ検出の有効化］チェッ 
クボックスをオンにします。

Connection から電話通知先に着信を転送するルールを作成する場合、気付かずにコールループ状況 
を作成してしまうことがあります。コールループ状況では、Connection が着信コールを電話に転送 
した後で、電話が着信コールを Connection に送り返します。そのため、発信者がユーザに到達でき  
ないことがあります。 Connection に着信コールを転送するようにこのタイプの通知先を設定する場  
合は、この設定を選択すると、コールループの問題を排除できます。

ステップ 7 ［保存］をクリックします。
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個人通知先の変更

個人通知先を変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先の表示］をクリックします。

ステップ 2 ［通知先］ページで、個人通知先の名前をクリックします。

ステップ 3 ［通知先の変更］ページで、変更を加え、［保存］をクリックします。

個人通知先の削除
個人通知先は、通知先グループまたはルールで使用されている間は、削除できません。まず通知先

グループまたはルールから通知先を削除してから、その通知先を削除します。

個人通知先を削除するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先の表示］をクリックします。

ステップ 2 ［通知先］ページで、削除する個人通知先のチェックボックスをオンにします。複数のチェックボッ
クスをオンにすると、複数の個人通知先が一度に削除できます。

ステップ 3 メニューバーの下にある［選択した行削除］アイコンをクリックします。

電話通知先の呼び出し回数設定の変更
電話通知先の場合、パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］ページで［呼び出し回数］  
設定を変更できます。 

電話通知先の呼び出し回数設定を変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先の表示］をクリックします。

ステップ 2 ［通知先］ページの［呼び出し回数］カラムで、着信をボイスメールまたは通知先グループ内の次
の通知先に転送するまで Connection が待つ呼び出し回数の新しい値を入力します。

ステップ 3 ［アップデート］をクリックします。
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通知先のループ検出設定の変更
プライマリ内線番号以外の電話通知先の場合、Cisco Unity Connection に着信コールを転送するよう   
に電話を設定したときは、［ループ検出の有効化］設定を使用して示すことができます。 たとえば、 
すべての着信コールを Connection に転送するように携帯電話を設定して、すべてのボイス メッセー   
ジを Connection に格納することができます。 Connection から携帯電話に着信コールを転送するルー    
ルを作成する場合、気付かずにコールループ状況を作成してしまうことがあります。コールループ

状況では、Connection が着信コールを携帯電話に転送した後で、携帯電話が着信コールを Connection  
に送り返します。そのため、発信者がユーザに到達できないことがあります。

この設定を選択すると、コールループの問題を排除できます。 電話通知先から Connection に着信   
コールが転送され、その後電話に送り返されている場合、Connection は、着信コールを次の割り当 
て済みデバイスに転送するか（通知先グループが作成されている場合）、または定義された通知先

が他になければボイスメールに転送します。

（注） この設定が有効の場合、Connection が着信コールを通知先グループ内の次の通知先またはボイス 
メールに転送するため、多少の遅延が発生することがあります。

電話通知先のループ検出設定を変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先の表示］をクリックします。

ステップ 2 Cisco Unity Connection に着信を転送するようにこの通知先を設定した場合は、［ループ検出の有効   
化］チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 ［アップデート］をクリックします。
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通知先グループについて
通知先グループには、1 つのグループ名のもとに順番に配列され、格納されている複数の通知先が 
含まれています。 

たとえば、特定の個人連絡先からの着信コールを必ず受信できるようにするには、プライマリ内線

番号、携帯電話番号、および自宅の電話番号を含む通知先グループを作成してから、個人連絡先か

らの着信コールを通知先グループに転送するよう Cisco Unity Connection に指示するルールを作成    
します。ルールに使用するには、通知先グループに少なくとも 1 つの電話通知先が含まれている必  
要があります。

着信コールが通知先グループに転送されると、Connection は、通知先にリストの順序で転送しよう 
とします。この試みは、応答があるまで、発信者がボイス メッセージを残すか電話を切るまで、ま 
たはグループの最後の通知先に達するまで続けられます。 グループに SMS または SMTP 通知先が     
含まれている場合、Connection は着信コールに関するテキスト メッセージをデバイスに送信しま  
す。 

通知先が応答しない場合、Connection は発信者に対し、次の通知先を試みるには 1 を押し、ボイス   
メッセージを残す場合は 2 を押すよう指示します。Connection は、指定された呼び出し回数に基づ   
いて、応答があるまで待機します。この呼び出し回数は、通知先の作成時に［呼び出し回数］フィー

ルドで設定します。 呼び出し回数の指定がない場合、Connection はデフォルト値の 4 回を使用しま    
す。呼び出し回数の設定は、通知先作成後、いつでも変更できます。

Connection が通知先をすべて試みて応答がないとき、その着信コールはデフォルトの電話番号また 
は通知先グループ内のプライマリ内線番号（通常はプライマリ内線番号）に転送されます。
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通知先グループの作成
通知先グループには、任意の通知先を追加できます。1 つの通知先を複数の通知先グループに追加 
することもできます。通知先グループには、最低 1 つの電話番号が含まれている必要があります。

グループ内の通知先の順序は重要です。その理由は、Cisco Unity Connection がリストの先頭の通知   
先から末尾の通知先に向けて順番にダイヤルするからです。通知先は、グループに追加した後、要

求に合うように順序を変更する必要があります。

通知先グループを作成するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先グループの表示］をク  
リックします。

ステップ 2 ［通知先グループ］ページで、メニューバーの下にある［新しい通知先グループ］アイコンをクリッ
クします。

ステップ 3 ［通知先グループ］ページで、グループの名前を入力します。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ステップ 5 ［通知先グループ］ページで、［通知先の追加］をクリックします。

ステップ 6 ［通知先の追加］ページで、グループに追加する通知先の横にあるチェックボックスをオンにしま
す。複数のチェックボックスをオンにすると、複数の通知先が一度に追加できます。

ステップ 7 ［通知先の追加］をクリックします。

ステップ 8 ［通知先グループ］ページで、［優先順位］カラムに数値を入力して、Connection がグループにある 
通知先を呼び出す順序を指定します（たとえば、携帯電話を最初に、自宅の電話を 2 番目に呼び出  
すには、携帯電話に対して 1 を、自宅の電話に対して 2 を入力します）。

ステップ 9 ［保存］をクリックします。
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通知先グループの変更
グループ名を変更したり、グループに対して通知先を追加または削除したり、グループにおける通

知先の優先順位を変更することができます。 

通知先グループを変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先グループの表示］をク  
リックします。

ステップ 2 ［通知先グループ］ページで、グループの名前をクリックします。

ステップ 3 ［通知先グループ］ページで、グループ名またはグループにおける通知先の優先順位を変更します。 

ステップ 4 グループに別の通知先を追加するには、［通知先の追加］をクリックします。 グループから通知先を 
削除するには、通知先の名前の横にあるチェックボックスをオンにして選択し、［選択削除］をク

リックします。 

ステップ 5 ［保存］をクリックします。

通知先グループからの通知先の削除
最後の電話通知先は、削除の結果グループが SMS または SMTP 通知先だけになる場合は、通知先    
グループから削除できません。

通知先グループから通知先を削除するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先グループの表示］をク  
リックします。

ステップ 2 ［通知先グループ］ページで、グループの名前をクリックします。

ステップ 3 ［通知先グループ］ページで、グループから削除する通知先のチェックボックスをオンにします。複
数のチェックボックスをオンにすると、複数の通知先が一度に削除されます。

ステップ 4 ［選択削除］をクリックします。



通知先と通知先グループの管理

通知先グループの削除

17
Cisco Unity Connection パーソナル着信転送ルール Web ツール ユーザ ガイド       

OL-16843-01-J

通知先グループの削除
通知先グループは、ルールで使用されている間は、削除できません。 まず通知先グループをルール 
から削除してから、その通知先グループを削除します。

通知先グループを削除するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［通知先］メニューで、［通知先グループの表示］をク  
リックします。

ステップ 2 ［通知先グループ］ページで、削除するグループのチェックボックスをオンにします。複数のチェッ
クボックスをオンにすると、複数の通知先グループが一度に削除されます。

ステップ 3 メニューバーの下にある［選択した行削除］アイコンをクリックします。
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ルール設定とルールの管理

 • 20 ページの「ルール設定とルールについて」

 • 21 ページの「ルール設定を設定するためのタスク リスト」

 • 22 ページの「ルール設定の作成」

 • 23 ページの「ルール設定へのルールの追加」

 • 25 ページの「ルールの変更」

 • 26 ページの「ルール設定でのルールの順序変更」

 • 27 ページの「ルール設定のテスト」

 • 28 ページの「ルール設定の削除」

 • 29 ページの「ルール設定の有効化と無効化」

 • 31 ページの「パーソナル着信転送ルールを適用するための基本転送ルールの設定」
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ルール設定とルールについて
パーソナル着信転送ルールを使用すると、着信コールを受信する方法と場所を統合できます。 パー 
ソナル着信転送ルール Web ツールを使用して、発信者の識別情報、時刻、および会議スケジュー  
ルに基づいて、着信コールを転送およびスクリーニングするルールを作成できます。また、Cisco
Unity Connection が選択した着信コールを通知先または通知先グループに転送するように設定する  
こともできます。

ルールの特性は、必要とする頻度で変更できます（たとえば、同僚からの着信すべてを携帯電話に

送信するルールを作成した後で、そのルールを同僚からの着信以外の着信すべてを携帯電話に送信

するように変更することができます）。

ルールは、たとえば「着信はすべてボイスメールに送信する」というように一般化することができ

ます。 または、たとえば「ジェーン・スミスからの着信は、午前 9 ～ 10 時に発信された場合は携帯     
電話に送信し、スクリーニングする」というように、特化することもできます。

ルール設定は、1 つまたは複数のルールのグループで、スケジュールに応じて、特定の日 / 曜日お 
よび特定の範囲の日 / 曜日に有効にできます。 ルール設定で指定されている日付または曜日になる 
と、Connection は、ルール設定をアクティブにし、着信をそのルール設定に照合して処理し始めま 
す。 Connection では、日付の範囲に対して有効になっているルール設定は、1 つの曜日に対して有効   
になっているルール設定に優先します。

Connection は、ルール設定で着信コールの条件に最初に一致するルールを使用して、その着信に適 
用します。したがって、設定内でルールを配列する方法は重要です。一般に、ルールは最も固有性

の高いものから最も固有性の低いものへと配列します。

ルール設定を正常に設定するには、21 ページの「ルール設定を設定するためのタスク リスト」を  
参照してください。
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ルール設定を設定するためのタスク リスト
ルール設定を正常に設定するには、次のタスクを記載順に実行します。

1. ルールで使用する個人連絡先、発信者グループ、個人通知先、および通知先グループをすべて
設定します。次の適切な項を参照してください。

 • 『Cisco Unity Connection Assistant Web ツール ユーザ ガイド』の「個人連絡先の管理」の項

 • 5 ページの「発信者グループの管理」

 • 9 ページの「通知先と通知先グループの管理」

2. ルール設定を作成します。 22 ページの「ルール設定の作成」を参照してください。

3. ルール設定にルールを追加します。 23 ページの「ルール設定へのルールの追加」を参照してく  
ださい。

4. ルールを正しい順序にします。 26 ページの「ルール設定でのルールの順序変更」を参照してく  
ださい。

5. 転送ルールを適用する前に Connection が内線番号を呼び出すようにする場合は、パーソナル着  
信転送ルール Web ツールの［設定］>［ルール設定］ページで該当するチェックボックスをオ  
ンにします。 33 ページの「ルール処理設定の変更」を参照してください。 

6. 必要に応じて、ルール設定をテストします。 27 ページの「ルール設定のテスト」を参照してく  
ださい。

7. 必要に応じて、ルールを変更します。 25 ページの「ルールの変更」を参照してください。

8. ルール設定を有効にします。 29 ページの「ルール設定の有効化と無効化」を参照してください。

9. パーソナル着信転送ルールを適用するように基本転送ルールを設定します。 31 ページの「パー  
ソナル着信転送ルールを適用するための基本転送ルールの設定」を参照してください。
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ルール設定の作成
ルール設定の名前は Media Master を使用して記録できます。電話でルール設定にアクセスしたと   
き、Cisco Unity Connection はこの名前を使用します。

ルール設定を作成するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ルール］メニューで、［着信転送ルールの設定表示］を  
クリックします。

ステップ 2 ［着信転送ルールの設定］ページで、メニューバーの下にある［新しいルール設定］アイコンをク
リックします。

ステップ 3 ［ルール設定］ページで、新しいルール設定の名前を入力します。名前には、状況に適合し、覚え
やすいものを選択します （たとえば、「週労働日」という名前のルール設定は月曜日から金曜日に 
アクティブになるのに対して、「アフリカ旅行」というルール設定は、その旅行日（暦日）の間ア

クティブになります）。

ステップ 4 Media Master で、［録音］をクリックして、ルール設定の名前を録音します。

ステップ 5 録音の終了後、［停止］をクリックします。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。
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ルール設定へのルールの追加
ルール設定を作成後、そのルール設定に 1 つまたは複数のルールを追加します。

注意 ルールを追加する前に、ルールで使用する個人連絡先、発信者グループ、個人通知先、または通知

先グループをすべて作成する必要があります。これらが存在しないと、ルールを正しく設定できま

せん。

ルール設定にルールを追加するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールで、［ルール］メニューの［着信転送ルールの設定表示］を  
クリックします。

ステップ 2 ［着信転送ルールの設定］ページで、そこにルールを追加するルール設定の名前をクリックします。

ステップ 3 ［ルール設定］ページの［転送ルール］セクションで、［ルールの追加］をクリックします。

ステップ 4 ［ルール］ページで、［呼び出しが次の場合］セクションに適切な情報を入力して、Connection が呼 
び出しまたは発信者を識別するときに使用するようにします。少なくとも、着信コールの転送先と

なる通知先、通知先グループ、またはボイスメールを選択する必要があります。

表 1 を使用して、フィールドの値を決定します。

表 1 「呼び出しが次の場合」セクションのフィールド 

フィールド 説明

送信元 ［発信者］、［発信者グループ］、［電話番号］、［発信元］フィールドとともに使用して、ルールにおい

て発信者の識別情報に対する条件を設定します。

［送信元］チェックボックスをオンにして、必要に応じて、リストの［次の発信元］または［次の発

信元以外］をクリックします。

発信者 発信者をルールに追加するのに使用します。

a. ［発信者］チェックボックスをオンにしてから、［発信者の追加］をクリックします。

b. ［連絡先検索］ページで、Connection ディレクトリ内のユーザのリストを検索するか、個人連絡 
先リストにあるユーザのリストを検索するかに応じて、適切なタブをクリックします。 

c. Connection ディレクトリ内のユーザとシステム連絡先の両方が検索できます。システム連絡先 
は、検索結果リストの名前にアスタリスク（*）を付けて表示されます。

d. 名前または名前の一部を入力して、［検索］をクリックします。

e. ルールに追加する発信者の横にあるチェックボックスをオンにします。複数のチェックボック
スをオンにすると、複数の発信者が一度に追加できます。 

f. 必要に応じて、［ユーザの追加］または［連絡先の追加］をクリックします。

g. 発信者をルールから削除するには、その名前を選択し、［選択削除］をクリックします。

発信者グループ 発信グループをルールに追加するのに使用します。

［発信者グループ］チェックボックスをオンにし、リストにある発信者グループをクリックします

（ルールにおいて発信者グループを使用する前に、発信者グループを作成する必要があります）。
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ステップ 5 ［呼び出しの転送先］セクションに、Connection が呼び出しを転送するときに使用する適切な情報 
を入力します。ルールが有効であるためには、通知先、通知先グループ、またはボイスメールのい

ずれかを指定する必要があります。

表 2 を使用して、フィールドの値を決定します。

電話番号 電話番号をルールに追加するのに使用します。

［電話番号］チェックボックスをオンにし、Connection で着信に関連付ける番号を入力します。 
Connection は、着信の電話番号が、フィールドに入力した番号と完全に一致した場合にのみ、ルー 
ルを処理します。ワイルドカード文字 X および * を使用すると、複数の電話番号と一致する場合が    
あります。

 • 文字 X は 0 ～ 9 の範囲にある 1 桁の数字と一致します。たとえば、パターン 9XXX は 9000 ～            
9999 の範囲にある電話番号と一致します。 

 • アスタリスク（*）は、任意の連続した数字と一致します。たとえば、パターン 5556304* は  
5556304、55563040、55563041、5556304100 などの電話番号と一致します。 

発信元 必要に応じて、Connection が発信者を既知の番号（Connection ユーザ、Connection システム連絡先、   
または個人連絡先）であるか、あるいは未知の電話番号（外部の発信者）であるかを識別したのに

基づいて、発信者を含めるか、あるいは除外するかに使用します。

［発信元］チェックボックスをオンにして、必要に応じて、リストの［電話番号］または［不明な電

話番号］をクリックします。

受信した期間 Connection が着信コールにルールを適用する期間を設定するのに使用します。

［受信した期間］チェックボックスをオンにして、必要に応じて、リストの［受信した期間］または

［受信しなかった期間］をクリックします。時間と分のリストで時間範囲を選択します。 

会議に参加してい

る場合

Connection では、着信にルールを適用する場合に、会議に参加しているかどうかを Microsoft Outlook   
のカレンダーを使用して判定するのに使用します。Connection は Outlook の会議時間が［予定あり］   
とスケジュールされているときは、ユーザが会議中であるとみなします。［仮の予定］、［空き時間］

または［外出中］に設定されている会議はすべて Connection では考慮されません。

［会議に参加している場合］チェックボックスをオンにして、必要に応じて、リストの［会議に参加

している場合］または［会議に参加していない場合］をクリックします。

（注） この機能は、一部のシステムでは使用できません。この機能が使用可能かどうかについて
は、Connection の管理者に問い合せてください。

表 1 「呼び出しが次の場合」セクションのフィールド（続き）

フィールド 説明

表 2 「呼び出しの転送先」セクションのフィールド 

フィールド 説明

通知先 Connection が呼び出しを指定した通知先に転送するようにするのに使用します。

［通知先］をクリックしてから、リストの通知先名をクリックします。

（注） SMS 通知先と SMTP 通知先は［通知先］リストには表示されません。ルールに使用するに   
は、デバイスは、少なくとも 1 つの電話番号を持つ通知先グループに含まれている必要があ  
ります。 
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ステップ 6 ［プレビュー］セクションで、［プレビューのアップデート］をクリックしてルールのテキスト バー 
ジョンを表示し、ルールをルール設定に追加する前に、そのルールが正しいことが確認できます。

ステップ 7 ［保存］をクリックして、ルールをルール設定に追加します。

ステップ 8 この設定にさらに追加するルールがあれば、ステップ 1 ～ステップ 7 を繰り返します。

ルールの変更

ルールを変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ルール］メニューで、［着信転送ルールの設定表示］を  
クリックします。

ステップ 2 ［着信転送ルールの設定］ページで、変更するルールを含むルール設定の名前をクリックします。

ステップ 3 ［ルール設定］ページの［転送ルール］リストで、そのルール名をクリックします。

ステップ 4 ［ルール］ページで、必要な変更を行います。 23 ページの「ルール設定へのルールの追加」の表 1  
および表 2 を使用して、フィールドの値を決定します。

ステップ 5 ［プレビュー］セクションで、［プレビューのアップデート］をクリックしてルールのテキスト バー 
ジョンを表示し、変更したバージョンが正しいことが確認できます。

ステップ 6 ［保存］をクリックします。 

通知先グループ Connection が指定した通知先グループに呼び出しを転送するようにするのに使用します。

［通知先グループ］をクリックしてから、リストの通知先グループ名をクリックします。

ボイスメール Connection が呼び出しを直接ボイスメールに転送するようにするのに使用します。

［ボイスメール］をクリックします。

電話をスクリーニ

ングする

Connection がルールを適用する着信をスクリーニングするようにするのに使用します （通話スク  
リーニングの詳細については、『Cisco Unity Connection Assistant Web ツール ユーザ ガイド』の「着       
信転送とスクリーニングの設定の変更」の章の「通話のスクリーニングの設定の変更」の項を参照

してください）。［電話をスクリーニングする］チェックボックスをオンにします。

（注） このオプションは、Connection の管理者がスクリーニング オプションを有効にし、かつ Cisco   
Unity Assistant Web ツールの［電話の保留とスクリーニングのオプション］ページでスク   
リーニング オプションが設定されている場合に限り使用できます。

表 2 「呼び出しの転送先」セクションのフィールド（続き）

フィールド 説明
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ルール設定でのルールの順序変更
ルール設定内のルールの順序は重要です。その理由は、Cisco Unity Connection では、ルールがリス   
トの先頭から末尾に向けて順番に処理され、着信コールについて条件が最初に一致したルールだけ

が適用されるからです。

ルール設定に複数のルールがある場合、ルールは最も固有性の高いものから最も固有性の低いもの

へと配列して、必ず Connection が、より一般的なルールではなく、最も固有性の高いルールを着信  
コールに適用するようにします。

ヒント 設定で優先順位を 1 つのルールだけで変更するには、［ルール設定］ページの［転送ルール］リス  
トでそのルールに変更を加えて、［優先順位のアップデート］をクリックします。それに応じて、

ルール設定の他のルールはすべて、優先順位が変更されます。

ルール設定でルールの順序を変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ルール］メニューで、［着信転送ルールの設定表示］を  
クリックします。

ステップ 2 ［着信転送ルールの設定］ページで、ルール設定の名前をクリックします。

ステップ 3 ［ルール設定］ページで、［優先順位］カラムに数字を入力して、Connection で設定のルールが処理 
される順番を指定します （たとえば、「着信はすべてボイスメールに送信する」というルールを最 
初に処理するには、1 を入力します。「ジェーン・スミスからの着信は携帯電話に送信する」という 
ルールを 2 番目に処理するには、2 を入力します）。 

ステップ 4 ［優先順位のアップデート］をクリックします。ルールは、それぞれの優先順位に応じて再配列さ
れ、保存されます。
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ルール設定のテスト
着信転送ルールのテスト機能ツールを使用して、Cisco Unity Connection が設定にあるルールに基づ   
いて着信コールを転送する状況を見ることができます。ルールを作成した後でルール設定を選択し

て、そのルールが特定の発信者または特定の時間に到達する着信コールに適用されるかどうかを見

ます。

着信転送ルールのテスト機能ツールは、着信転送の問題を診断する優れた方法でもあります。 たと 
えば、着信コールが予想どおりに転送されなかった場合、実際の発信者の名前と着信が発信された

時刻と日付を入力します。このルール テスト機能は、ルール設定の中の Connection が着信コールに   
適用する部分をつきとめるのに役立ちます。

着信転送ルールのテスト機能を使用して結果を得るには、テストするルールを含むルール設定が有

効またはアクティブになっている必要があります。

（注） 着信転送ルールのテスト機能ツールを使用しても着信転送の問題が診断できない場合は、

Connection の管理者に問い合せてください。

ルール設定をテストするには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ツール］メニューで、［着信転送ルールのテスト機能］  
をクリックします。

ステップ 2 ［着信転送ルールのテスト機能］ページで、テストに使用する着信コールの条件を入力または選択
します。

 • 発信者の名前または電話番号。 既知のユーザ（Connection ディレクトリ内のユーザまたは個人  
連絡先）についてテストする場合は、［発信者の選択］をクリックしてユーザを［着信転送ルー

ルのテスト機能］に追加します。

 • 時刻。

 • 暦日。

 • 年。

 • ユーザが会議中かどうか。

このルールのテスト機能ツールを使用して正確な結果を得るために、日付を指定します。日付を指

定しなかった場合、このルールはデフォルトである現在の日付で評価されます。

ルールをテストする条件は任意の方法で組み合せることができます。たとえば、発信者、時刻、日

付、および年を指定できます。または、時刻と日付だけを指定することもできます。

ステップ 3 ［テスト］をクリックします。

有効またはアクティブになっているルールを指定した着信条件に適用すると、Connection によって 
ルールが表示されます。

有効またはアクティブになっていないルールを指定した着信条件に適用すると、Connection によっ 
て「一致するルールが見つかりません。全ての電話を電話番号に転送」というメッセージが表示さ

れます。
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ヒント 着信転送ルールのテスト機能を使用して、着信が特定の方法で転送されない原因を診断

する場合は、幅広い条件を定義して開始します。たとえば、名前と日付を与えます。ルー

ルを幅広い条件に適用した場合は、条件を次第に狭くして、ルールがその着信に適用さ

れなかった理由をつきとめます。

ルール設定の削除

ルール設定を削除するには 

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ルール］メニューで、［着信転送ルールの設定表示］を  
クリックします。

ステップ 2 ［着信転送ルールの設定］ページで、削除するルール設定の横にあるチェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 3 メニュー バーの下にある［選択した行削除］アイコンをクリックします。

ルール設定がアクティブになっている場合は、ルール設定が削除できないというエラー メッセージ 
が表示されます。

ステップ 4 ［OK］をクリックしてそのルール設定を削除します。
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ルール設定の有効化と無効化
ルール設定の有効化とは、そのルール設定をアクティブにする曜日または期間を設定することを意

味します。Cisco Unity Connection では、スケジュールを使用して、ルールを着信コールに適用しま   
す。パーソナル着信転送ルール Web ツールでアクティブにする期間を事前にスケジュールできま  
す。

ルール設定の無効化とは、そのルール設定をアクティブにできなくすることを意味します。

Connection では、複数のルール設定を同一期間内に有効になるように設定できます。複数のルール 
設定が有効になっている場合、日付の範囲に有効になっている設定が、曜日によって有効になって

いる設定に優先します。日付の範囲が適用できなくなった場合は、曜日によって有効にされた設定

が元に戻されます。複数のルール設定を重複した日付に有効にすることはできません。

次の適切な項を参照してください。

 • 29 ページの「日付の範囲に対するルール設定の有効化」

 • 30 ページの「曜日に対するルール設定の有効化」

 • 30 ページの「ルール設定の無効化」

日付の範囲に対するルール設定の有効化

ルール設定を有効にするには、ルール設定をアクティブにする曜日または期間を設定します。複数

の期間を事前にスケジュールできます。次の例を参考にしてください。

 • 休暇ルール設定、3 月 1 ～ 8 日に有効にする

 • 出張ルール設定、3 月 9 ～ 11 日に有効にする

 • 週労働時間ルール設定、3 月 12 ～ 31 日に有効にする

複数のルール設定を重複した期間で有効にすることはできません。当日を含む期間に有効にされる

ルール設定だけがアクティブになります。

日付の範囲に対してルール設定を有効にするには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ルール］メニューで、［ルール設定を有効にする］をク  
リックします。

ステップ 2 ［ルール設定を有効にする］ページの［期間］セクションで、［ルールの設定］カラム リストにおい 
て有効にするルール設定をクリックします。［有効にする］カラムのチェックボックスは、自動的

にオンになります。

ステップ 3 ［開始日］カラム リストと［終了日］カラム リストにおいて、該当する日付を設定します。

ステップ 4 別の行を追加するには、［期間の追加］をクリックしてから、ステップ 2 とステップ 3 を繰り返し    
て、追加のルール設定に期間を指定します。

ステップ 5 ［保存］をクリックします。
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曜日に対するルール設定の有効化

ルール設定を曜日（複数も可）に対して有効にするには、次の手順を実行します（たとえば、毎週

火曜日、すべての週日、またはすべての週末）。

曜日に対してルール設定を有効にするには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ルール］メニューで、［ルール設定を有効にする］をク  
リックします。

ステップ 2 ［ルール設定を有効にする］ページの［毎週］セクションで、［ルールの設定］カラム リストにおい 
て該当する曜日に有効にするルール設定をクリックします。［有効にする］カラムのチェックボッ

クスは、自動的にオンになります。

1 つのルール設定を 1 つの曜日だけでなく複数の曜日に対しても指定できます。つまり、［毎日］を   
選択して、ルール設定をすべての曜日に適用することもできます。

ステップ 3 ［保存］をクリックします。

ルール設定の無効化

ルール設定を無効にするには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［ルール］メニューで、［ルール設定を有効にする］をク  
リックします。

ステップ 2 ［ルール設定を有効にする］ページで、［有効にする］カラムのチェックボックスをオフにします。

ステップ 3 または、［ルールの設定］カラム リストの［なし］をクリックします。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。
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パーソナル着信転送ルールを適用するための基本転送ルールの設定
パーソナル着信転送ルールは、アクティブな基本ルール（標準、オプション、または時間外の転送

ルール）が基本設定ではなくパーソナル着信転送ルールを適用するように設定されている場合にの

み使用されます。 パーソナル着信転送ルール設定を作成して適用した後は、パーソナル着信転送 
ルールを適用するように基本転送ルールを設定する必要があります。

パーソナル着信転送ルールを適用するように基本転送ルールを設定するには

ステップ 1 Cisco Unity Assistant Web ツールの［設定］メニューで、［着信転送とスクリーニング］をクリック    
します。

ステップ 2 転送ルールの表内で、パーソナル着信転送ルールを使用するために設定する基本転送ルールを選択

します。 

ステップ 3 ［この基本ルールがアクティブな場合］フィールド内で、［パーソナル着信転送ルールを適用］をク
リックします。

ステップ 4 ［保存］をクリックします。

ステップ 5 パーソナル着信転送ルールを使用するために設定する基本転送ルールごとに、ステップ 1 ～ステッ  
プ 4を繰り返します。 
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ルール処理設定の変更

パーソナル着信転送ルールの処理は、有効にすることも、無効にすることもできます。また、Cisco
Unity Connection が、アクティブなパーソナル ルールを処理する前に、常に内線番号を呼び出すよ   
うにするかどうかを選択できます。

Connection が内線番号を最初は呼び出さないようにすると選択した場合、直接呼び出しと間接呼び 
出しは異なる処理を受けることがあります。

直接コールは、別の Connection ユーザが内線番号をダイヤルしたり、外部の発信者が直通電話（あ  
る場合）をダイヤルしたりするように、電話番号を直接ダイヤルする通話です。 間接コールは、 
Connection システムからユーザに転送される電話（たとえば、ユーザに到達するためにディレクト 
リを使用する発信者からの電話）です。

ルール処理設定を変更するには

ステップ 1 パーソナル着信転送ルール Web ツールの［設定］メニューで、［規則の設定］をクリックします。 

直接コール 内線番号を呼び出します。 応答がない場合、着信コールは Connection に転   
送され、パーソナル着信転送ルールが適用されます。

間接コール Connection を介して転送され、パーソナル着信転送ルールは、内線番号を 
呼び出さずに、適用されます。
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ステップ 2 必要に応じて、次のチェックボックスのいずれかをオンにします。

ステップ 3 ［保存］をクリックします。

パーソナル着信転送ルールを
すべて無効にする 

オンの場合、すべてのパーソナル着信転送ルール設定は無効になっ

ており、Connection は、着信コールを処理するときに、そのルール 
を考慮しません。着信コールは内線番号に転送されます。

（注） 既存のルール設定は、設定が無効にされても、削除されま
せん。

常にパーソナル着信転送ルー
ルを適用する前にプライマリ
内線番号に連絡する 

オンの場合、着信コールが直接コールか間接コールかに関係なく、

Connection は、まずプライマリ内線番号を呼び出してから、ルール 
設定をすべて適用します。 

ヒント 電話が Call Forward Answer に設定されている場合は、こ    
のチェックボックスをオンにして、発信者が直接ダイヤ

ルしたときと Connection を通して番号をダイヤルしたと  
きに、一貫した動作が行われるようにします。 Connection 
が他の通知先の検出を試みる前に、常にプライマリ内線

番号が呼び出されます。 
 

プライマリ内線番号がまったく呼び出されないようにす

る場合は、このチェックボックスをオフにして、Cisco
Unity Connection に対する Call Forward Answer 設定を電話      
に設定します。
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